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今までの取組

（庁内）

THEシガパーク

ビジョン

第２期
行動計画
～2035

第３期
行動計画
～2040

※ビジョンを実現するための行動計画
※行動計画は、５年サイクルで更新を図る

第１期
行動計画
～2030

※THEシガパークビジョンは必要に応じて１０年に１回程度見直し、行動計画は５年に１回策定していく

THEシガパーク
行動計画

〇THEシガパーク推進会議
（庁内会議）の設置（令和５年６月）
〇2030年を一つの区切りとして
取組実施

基本理念・取組方針

ビジョン骨子（案） 【概要版】

はじめに

1章 THEシガパークビジョンの概要

第Ⅰ編 THEシガパークビジョン

2章 公園への期待と課題

■THEシガパークとは

THEシガパークビジョン作成の背景と目的

① THEシガパークの取組に至った経緯 ② THEシガパークの明確化 (理念やイメージを県民等と共有)
③ THEシガパーク実現に向けた約5カ年の行動計画の明示 ④ 県庁内での取組から、県民等との共創の取組への深化

琵琶湖を中心とした滋賀県全体が水と緑と人でつながる一つの大きな公園となった姿

■THEシガパークビジョンの位置付け

■THEシガパークビジョンの構成

＜対象範囲＞

県が管理する公園について

〇滋賀県には豊かな自然を生かした公園が琵琶湖沿岸から内陸まで数多く存在
〇県土に占める自然公園の割合は全国一位の37.3%
〇都市公園や自然公園をはじめ、条例公園など様々な公園が存在（所管5部9課）

利用者等の公園に対する思い
〇滋賀の公園の魅力は、散策ができる・風景がきれいという意見が大多数で、
動植物が多く生育するなど自然が豊かであるという意見も多い

〇公園での思い出は、ライフステージごとに積み重なり人生を豊かにしている
〇自由な空間として、多様な人や利用を受け入れ、出会う場となっている
○県民は、釣り、湖水浴、夕陽など琵琶湖岸での様々な思い出がある

現在の公園をとりまく課題
〇新型コロナの感染拡大を経たニューノーマル社会への対応
〇地球環境問題（温暖化、異常気象等）への取り組み
〇社会構造変化による孤独・孤立、コミュニティ衰退への対応
〇市民・民間事業者の意識変化（市民参加による社会課題の解決、官民連携等）
〇人口減少・少子高齢化社会への適応

公園のさらなる魅力向上に向けた課題
〇時代の変化に合わせた魅力ある公園のあるべき姿の提示
〇利用者目線に配慮した公園づくり
〇県の財政的制約を踏まえた施設の老朽化への対応
〇公園管理者・造園技術者の不足
〇自然保護と利用のバランスをとる仕組みづくり
〇公園への交通アクセスの対応
〇「滋賀県基本構想実施計画第２期」に基づく施策の展開

■これまでのTHEシガパークの取組
・2023年（令和５年）度に、THEシガパーク推進会議を設置し、県庁内の公園を所管する部局を横断して、公園
連携・庁内連携による公園魅力向上への取組を開始

・THEシガパークの目指す姿の実現に向けて、【美】「うつくシガパーク」、【優】「やさシガパーク」、
【楽】「たのシガパーク」 の３つの視点で、「チームアップ」、「レベルアップ」、「タイアップ」のスリー
アップの取組を開始

＜構成と対象期間＞

・第Ⅰ編 THEシガパークビジョン
時代を超えた公園の将来の目指す姿や基本理念
20～30年後に次世代に引き継ぐための取組方針

・第Ⅱ編 行動計画
THEシガパークビジョンを実現するための行動
計画（５か年毎に策定）

【上位計画】
・基本構想 ほか

【関連計画】
・滋賀県の気候変動影響等とりまとめ
・みどりとみずべの将来ビジョン ほか

【対象分野】
・公園の利便性向上・利用促進に関する取組
（ハード＆ソフト事業）
・県の各施策を推進する上で公園に関係する取組
（健康、こども、自然環境、生物多様性、動物愛護、地域
交通、観光など…

→各専門部局の方針等に沿って、支えていく）

【取組対象範囲】
①県が管理する主な公園に、その他の県管理公園
を順次追加

②市町管理公園や民間のオープンスペース等から
の参画を想定

※THEシガパークビジョンを実現するための重点的な取組として、
湖岸公園全体計画をTHEシガパークビジョンと並行して、別途検討

公園のもつ多様な役割
〇子どもの遊び場に留まらない様々な役割
〇防災、環境、健康、子育て、観光といった、近年高い関心と注目を浴びている

多くの分野に関係

利用者等の公園に対する期待
〇県民：日常的な公園利用としての質の向上と、多様な利用者へ対応
〇県外の方：観光・レジャーとしての魅力向上、自然への憧れ等、都会にはな

い非日常的体験
〇公園施設の要望は、売店・飲食が最多、トイレ、日陰、駐車場改善が上位
〇公園を利用しない・利用できない主な理由は、目的や交通手段がない等

■公園の役割・とりまく課題

■県が管理する公園の現状と課題

■利用者等の公園に対する思い・期待
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■チームアップ
（１）一体的広報・イベント連携
・ポータルサイトでの一体的な広報や、魅力プロモーション等
・公園どうしが連携したイベントの実施や共通サインデザイン等
（２）県庁内連携
・県の施策（健康、こども、自然環境、生物多様性、動物愛護、地域交通、観光等）との連携
（３）市町の公園との連携
・情報や技術共有、維持管理運営の共同実施（群マネ）等

【レベルアップ】機能強化・利便性向上

4章 基本理念と取組方針

ふらっと訪れただけで気持ちが楽になり、シガパークでし
か見られないもの、体験できないことが充実していて、楽
しい時間をたっぷり過ごすことができる、「楽しい公園」

魅力事業、ベース事業、利便性向上の取組

■基本理念

■取組方針

【美】
うつくシガパーク

【楽】
たのシガパーク

【優】
やさシガパーク

滋賀の自然を活かした景観の美しさをはじめ、トイレなど
の公園施設の美しさ、利用者の美しい利用マナーの推進な
ど「美しい公園」

子どもから高齢者、障がい者や外国人を含めた誰もが利用
しやすく、人間だけでなく動物をはじめ鳥や虫、草花など
の生き物を含めた自然も大切にする、「優しい公園」

5章 THEシガパークビジョンの実現
に向けて

■推進体制

■市町・民間・
地域コミュニティ等との連携

■THEシガパークビジョン等の見直し

【チームアップ】連携

【タイアップ】共創

部局横断、一体的広報・イベント連携、県の施策連携

地域コミュニティ・市町、民間施設等との連携、寄付

【３つの視点】 【取組：スリーアップ】

3章 THEシガパークの目指す姿

琵琶湖を中心に、人の暮らしと心、自然が健やかになる“THEシガパーク”

琵琶湖を中心に、滋賀県全体が水と緑と人でつながる一つの大きな公園となり、
人の暮らしと心、自然環境や生き物が健やかになる姿を目指す

県内の公園どうしが互いにつながり、
人、自然、地域コミュニティをつないで、
三方が健やかになる公園を次世代に継承する

基本理念のもと、３つの視点で、スリーアップによる取組を進めて、
THEシガパークの目指す姿の実現に向け取組んでいく

第Ⅱ編 第1期行動計画2030

・THEシガパークビジョンは必要に応じて10年に１回
程度見直し予定

・行動計画は5年に1回策定、必要に応じて順応的に
見直しする予定

令和５年度から庁内
の部局横断で進めてき
たTHEシガパークの取
組をベースに、県民や
公園利用者、関係者等
とともに、市町や民間
施設、地域コミュニ
ティなども含めた共創
による取組（みんなで
つくるTHEシガパー
ク）に深化

THEシガパークの趣旨に賛同し、参画、連携が可能
な公園等について、THEシガパークを構成する公園に
含めていく予定

1章 行動計画の概要

＜ロードマップ イメージ＞

重点プロジェクト 実施主体 2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

2029
（R11）

2030
（R12）

チーム
アップ

一体的広報・イベント連携 県

庁内連携 県

市町の公園の参画 県＋市町

レベル
アップ

魅力事業 県

ベース事業 県

タイ
アップ

地域コミュニティ活動 県＋地域等

企業連携、寄付 県＋民間等

市町の公園・民間との連携 県＋市町・民間

行動計画は、THEシガパークビジョン（第Ⅰ編）を実現するために、５か年サイクルで作成し
ます。 第１期の期間は2026～2030年とします。

2章 2030年の目標（案）

THEシガパークビジョンの実現に向けて、第１期行動計画期間に目指す目標(指標）を示します。

３章 実施内容とロードマップ

■レベルアップ
（１）魅力事業
・それぞれの公園が特徴と魅力を伸ばすための施設整備、公園再整備
（２）ベース事業
・利用者が快適に過ごせるための施設整備（トイレ、駐車場、サイン、暑熱対策検討等）
・公園DX（公園管理運営におけるDX)導入による快適性向上に資する取組
・利用者の利便性向上、適正利用に資する取組

■タイアップ
（１）ボランティア・地域コミュニティ活動
・各公園の活動団体・地域コミュニティ
活動との多様な形での協力関係の構築

・公園利用者が公園に気軽に関われる
仕組みやツールの構築

（２）公民連携、寄付
・PPP/PFI、寄付等を活用した民間との
連携

・イベント開催等による公園の利活用
（３）市町の公園、民間との連携
・市町の公園・民間のオープンスペース
との連携（イベント、広報）等 順応的見直しをしながら進行を管理

人 自然

公園で
三方を健やかに

地域
コミュニティ



公園に関する意見聴取の結果概要

一般アンケート結果

①公園利用実態 ＜公園を利用する主な目的（年齢別）＞

Q.利用されている公園の主な目的は何ですか（複数回答可） 。

公園の利用目的は、ライフステージ（年代）により変化する。
10代 ： 「運動・スポーツ」 20代 ： 「散策・散歩」
30代 ： 「遊具で遊ぶ」 40代 ： 「運動・スポーツ」
50代 ： 「風景を楽しむ」 60代 ： 「散策・散歩」
70代以上：「風景を楽しむ」が最も多い。

対象 方法 集計内容 回答数

一般
県
内
外

【WEBアン
ケート】

全体、性別、
年齢別、県内外
別、公園別など
の特性把握、
自由記述
意見の分析

計：242
県内：197 県外：45

計：2,200
県内：1,000
県外：1,200

（県外：福井県、岐阜県、
愛知県、三重県、

京都府、大阪府：各200）

【マーケティ
ングリサー
チ】

子ども

県
内

【滋賀の
子どもの声
調査】

自由記述意見

計：1463
（自由回答数）

小学１年生～３年生：90、
小学４年生～6年生：569
中学生・高校生：762、
大学生：21、その他：21

利活用団体※1 【調査票
メール】 結果の集計 計：19

関係機関※2 【調査票
メール】 結果の集計 計：13

【アンケート対象・方法等】

②公園の魅力向上・THEシガパークの取組について、期待すること
Q.公園の魅力向上・THEシガパークの取組について、

期待することを教えてください（自由記述）。

全体として、滋賀ならではの「琵琶湖」の魅力や「自然」への関心
が大きい。県外は特に自然と触れ合える機会を求めている。

県内 県外

滋賀の子どもの声調査結果

③どんな公園に行ってみたいか

Q.どんな公園に行ってみたいですか（自由記述）。

滑り台やブランコなどの遊具やアスレチック、
楽しめる・遊べるイベントなどを求めている

※テキストマイニング

※テキストマイニング

利活用団体・関係機関ともに、交通アクセスの利便性の向上や駐車
場の整備を求めている。駐車場は、平常時は足りていてもイベント
時に利用者が増えるため、台数確保が課題である。また、利用者は
搬入・搬出の観点からも、交通アクセスが重要と認識されている。

利活用団体・関係機関聴取結果

④公園の魅力アップに必要なもの

Q.公園の魅力アップに必要なものは何だと思われますか（複数回答可）。

意見聴取結果のまとめ

※1 利活用団体：子ども関係・自然観察、自然教育、アウトドア関係・スポーツ、健康関係・学術・文
化・芸術関係・ボランティア活動（清掃）・各指定管理者など

※2 関係機関：メディア関係、インフルエンサー・行政機関等

※自由記載意見

■利用者等の公園に対する思い

〇滋賀の公園の魅力は、散策ができる・風景がきれいという
意見が大多数であり、次いで、動植物が多く生育するなど
自然が豊かであるという意見が多い

〇公園での思い出は、ライフステージごとに積み重なり、人
生を豊かにしている傾向

・幼少期：滑り台、ブランコ、逆上がりの練習、友達との鬼ごっこ
夕暮れの寂しさ、夜の怖さ、ケガの痛み、景色への感動

・青年期：夜の公園での談笑、夏祭り、BBQ、デート、部活、楽器の練習
・成人期：ドライブ、営業の途中で休憩、一人でのんびり
・子育て期：家族でお弁当を持ってのピクニック、子どもの成長、家族写真
・高齢期：孫との散歩、ウォーキング、景色を眺めながらの休息

亡きペットや家族との思い出、幼少期の経験から孫との遊びへ

○自由な空間として、多様な人や利用を受け入れ、出会う場
となっている
・乳児から老人まで、1人、家族、障害者、外国人、不登校の子、観光客
・草野球、虫取り、携帯ゲーム機やトレカ遊び、ダンス、アーバンスポーツ
・朝の散歩で挨拶する仲、名前も知らない子との遊び
・犬の散歩、野良猫、野鳥やヘビなど野生動物との遭遇

○県民は、釣り、湖水浴、夕陽など琵琶湖岸での様々な思い
出がある

■利用者等の公園に対する期待

〇子どもが公園に期待すること（子どもの声）

・大きな公園、自由に遊べる公園、長い滑り台や色々な遊具がある公園
・屋台やキッチンカー、イベント
・きれいなトイレや休憩スペース、暑すぎる夏でも遊べる日陰や屋内施設
・自然と触れ合える場 など

〇県民が公園に期待することは、日常的な公園利用としての
質の向上と、多様な利用者へ対応を求める傾向

〇県外の方が滋賀の公園に期待することは、観光・レジャー
の目的地としての魅力向上や低廉なコスト、滋賀の自然へ
の憧れ等、都会にはない非日常的体験を求める傾向

〇公園施設の要望は、売店・飲食が最多、トイレ、日陰、駐
車場改善が上位を占める

〇公園を利用しない人・利用できない人の主な理由

・目的、利用する機会がない、一人では行きづらい
・公園が遠い、公共交通で行けない（交通手段がない）
・子どもが大きくなった、子どもがいないから
・体力低下、老化により出かけられなくなった など


